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TheBurmeseinscriptionswritteninthePagan,Pinya,SagalnandAvaperiods

revealreligiousmentalitiesoftheBuddhistBurman. Theydedicatednumerous

landsand slavesastheirofferingstotheBuddha'simages,theDoctorines,the

monasteries,andprayedtoobtainNirvana. Simultaneouslytheycursedthosewho

robordestroythedonor'svaluablededications.

Thecursesareclassi丘ed 丘vecategories. (1)Sinnerwillneverberedeemed

eveniftheMaitreyacomesdown from theheaven Tusitainordertorescueall

thecreatures. (2)Maythesinnerbeundertheearth. (3)Maythesinnerfallto

thehell. (4)May thesinnersuffereternallyinfourstatesofpunishment. (5)

MaythesinnersufferlikeDevadattasufferedinthebottom ofthehell.

Accordingtotheinscriptions,theBurmaninthosedaysregardedthehellas

follows. ThereareeiglltGreatHells,andeach hellissurroundedbysixteen

smallheュls.Thosegreatbellsarelocatedbeneath theearthoneaboveanother.

OrderoftheEightHeュlsdoesnotnecessarilyhowevercoincidewiththosemention-

edintheChinesetranslationofthecanon.

ま え が き

パ ガ ソ, ピソヤ,イソワ各時代に記 された ビルマ語の碑文には,仏教徒の H記念碑"的性格

が共通してみ られ る｡碑文を記 した (現実には "記 させた")人は,仏教徒 として何 らかの功

徳を積んだ人である｡1)その "功徳" とは,仏像や仏塔, 僧院を建造 した り,仏法僧の三宝 あ

るいは仏塔,僧院等に対 して奴隷や土地を寄進奉納する2) ことに よって積 まれた｡ こうした功

徳を積む ことに よって,施主は自ら, あるいは家族, もしくは出家,在家信者のすべて,時に

は生 きとし生ける老一切の吉祥増益,解脱,菩提,浬架,輪廻か らの離脱, または釈尊の教え

*大阪外国語大学ビルマ語学科

1)功徳の施主と現実に碑文を書き記した人とは必ずしも一致しない｡施主は一般に,文字の書ける人に碑

文を書かせ,自ら書いた (pl.no.56a)という例は稀である｡これは,当時文字を知っている人が僧侶,
婆羅門など特殊な階層の者に限られ,一般人は大部分がまだ文盲であったためと推測される｡

2)大野 徹｢パガン,ピンヤ,イソワ時代のビルマ人仏教徒の功徳｣『東南アジア研究』9巻 1号,pp.30-36.
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の五千年間にわたる持続等を祈願する3)一方,積 まれた功徳を迫害,破壊,略奪する者に対 し

ては強烈な呪誼調伏を行なった｡従って,祈願 と呪誼 とは,いわば功徳を積むに際 して図らず

も露皇された施主の陰陽両面にわたる信仰意識であると言 うことができる｡

本稿の 目的は,パガン, ピソヤ,インワ各時代を通 じてみられ るビルマ人仏教徒の信仰意識

を,その陰の面すなわち呪誼調伏 という観点から探ってみることにある｡ 本稿では,前稿同様も

っぱらPeMaungTinandG.H.Lu°e:InscriptionsofBurma.PortfolioⅠ～Ⅴ.Rangoon,

1933-1956を資料 として使い,分析 した結果を (Ⅰ)呪誼の対象,(II)呪誼の内容,(m) ど

ルマ人仏教徒の地獄観の3部に分けて記述する｡各項 目ごとに必要に応 じて掲げたアラビア数

字は,上記資料の PlateNumberである｡

Ⅰ 明言且の対象

一言で言えば,施主の積んだ功徳 (具体的には仏塔,僧院の建立や,奴隷,農地の献納等)

への迫害者,破壊者,略奪者が呪狙調伏の対象となる｡ これを類型化すると次のようになる｡

1. 功徳 (Ko血hmu)を,

1) 破壊 (phyak,phyakchi,aphyakachimG,thip豆)する者｡ pl.nos.8a,13,24,

28b,68,153a,177a,192,223b,229,244,254b,267,269,273,275,277,278a,290b,291,

298a,379,380,382,383b,395,396b,398,4000a,401,412ab,416ab,419a,428.

2) 略奪 (luyak,lucarac,aluayakmu)する者｡ pl.mos.12,206,229,42la.

3) 弾圧 (nui血thakyd)する者｡pl.nos.192,269.

2. 献上物 (ahlti)を,

1) 破壊 (phyak,phyakchi,phyakrae)す る者｡ pLnos･37,41,51,62,63b,64,

83,84,88,111,119a,126,13lb,148,180,187,195ab,197,202,212,213a,214b,283,

289,399a.

2)略奪 (luyak,luyakca,lucarae)する者｡pl.mos.69,82,235,255.

3. 献上した奴隷 (kywan,kyon)を,

1) 破壊 (phyak,phyakchi,phyakrac)する者｡ pl･mos.5,22,29,98,112,129,

165a,184,185,191b,207,208,233,236b,238,241,250,378ab.

2) 略奪 (lu,luyak,lu.carae)する者｡pl.nlOS.7,96,110,146,181,186,197,239,

248,250.

3) 迫害 (h五anchayahfianachaymu,hnipcak)する者｡pl.nos.149,16lb,259,

378b.

3)ibid.pp.38142.
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4) 危険に曝す (antaraymd)者｡pl,no.232.

5) 弾圧 (nui血thakm正,anuihathakml-1)する者｡pl.mos.144,146,160a,184,186,

239,373b.

4. 寄進した土地 (lay,mliy)を,

1) 破壊 (phyak,phyakchi,phyakrac)する者｡pl.mos.29,98,132a,165a,183a,

184,185,191b,196,233,238,241,248,250,399b,403a,408.

2)略奪(luyak,lurae,lucarae)する者｡pl.mos.96,110,146,181,186,239,240,

248,250.

3) 弾圧 (nui血thakmd,anui血athak,haanchay)する者. pl.nos.144,146,184,

185,186,239,240,373b.

4) 破損 (thip豆mti)する者｡pl.nos.224,408.

5) 危険に曝す (antaraymti)者｡pl.no.232.

6) 課税 (akhwanto允)する者｡pl.no.196.

このほか,奉納した牛を略奪する者 (pl.nos.96,134a,236b,235,373b),釈尊に対して奪

う老 (pl.no.101)といったような表現も見られる｡

こうした功徳の加害者には,例外はない｡他人 (pla血sG,S正tap豆,S正tacth丘;pl.nos.

13,27,28ab,54,144,146,161b,186,206,373b)であろうと肉親 (flaChuyflamlyuiw;

pl.mos.13,27,28ab,44a,47,54,70,144,161b,186,206,239,240,373b) であろう

と,あるいは王族 (pl.no.31)であろうと宰相,貴族 (pl.mos.31,185,196)であろうと,

あるいはまた,出家 (rahan;pl.mos.144,146,239,240) であろうと俗人男女 (pl.mos.

144,146,186,239,240)であろ.5と,加害者であるかぎり呪誼の対象から免れることはできな

い｡

Ⅱ 呪祖の内容

呪誼の内容は,現世的,即物的なものと仏教徒としての心理的なものとの2種に分けられる｡

後者は輪廻を前提としているのが特徴｡ 幾通 りもの呪誼が組み合わされている例が多い｡

i. 現世的な呪狙

1) 人の世にありてほ不幸なれ｡pl.mos.185,195b,196,236b,469a.

2) 栄光小さく,短命なれ｡pl.mos.41,44a,47,82,84,88,126b,143a,144,146,183a,

186,201a,224,239,240,269,378b,416a,523a,534a.

3) 病多 く,苦しみ大 きく,旨い,財を失い,療病となるべし｡pl.mos.12,82.

4) 人の世にありてほ病多 く,寿命短 く,危険に遭 うぺし｡pl.no.468a.

5) 人の世にありてほ7日間, 7日とも免れし時は 7か月間, 7か月とも免れし時は 7か年
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問,病 となるべし｡pl.mos.235,250.

6) この世にあ りては気持安 らかならず,心労の末死すべし｡pl.no.165a.

7) 愛する妻子 と離れはなれになるべ し｡pl.mos.153a,235,250.

8) 人の世にあ りてほ, 8種の罰を蒙 るべし｡pl.mos.24,31,69,592a.

9) 10種の罰のいずれかを蒙 るべし｡pl.no.280a.

10) 10種の罰を蒙 るぺし. 窃盗災,火災,水災,落雷災,象災,馬災,蛇災,豹虎狩々災,

医師の治療あ りても治癒せざる疾病災等に 遭遇 して 死すべし｡ pl.mos.144,146,186,235,

239,240,250.

ll) 96種の病にかかるべ し｡pl.no.592a.

12) 血の塊を吐 きて死すべし｡pl.mos.144,146,592a.

13) 財産全 てを失 うべ し｡貧乏 となるべ し｡pl.mos.235,250.

14) 飢えども食えず,喉乾けども飲めざるべし｡pl.no.202.

15) 餓鬼の如 く水も飲めず,食物も食えざるべし｡pl.no.528.

16) 落雷に遭 うべし｡pl.mos.235,566b,592a.

17) 子 々孫 々に至 るまで,喰む飯,莱,飲む水,住む家,身にまとう衣,金銀の装身具, こ

とごとく毒 となるべし｡pl.mos.5,282b.

18) 全家系が亡ぶべし｡pl.mos.160a,192.

19) 7代にわた りて亡ぶペし｡pl.mos.520b,589.

20) 妻子父母肉親 7代にわた りて亡ぶべ し｡pl.no.586a.

21) 象を実かんとせば槍 100本にて笑かるべし｡ 蛇を見て殺さんとせば殺さるべし｡pl.no.

5.

22) 日の光,月の光 も共に見えざるべし｡pl.no.103.

23) 人の世にあ りても餓鬼 となるぺし｡pl.mos.235,250.

2. 心理的な呪言R

1) 成仏すとも値過せざるべ し｡pl.mos.37,68,84,88,101,112,126b,131a,139,144,

146,153a,165a,186,190b,197,201a,208,236b,239,240,248,254b,255,277,280a,

283,290b,378b,379,380,382,383b,393,396b,401,408,436a,448a,469a,481a,523a,

585a.

2) 弥勤菩薩が仏 とな りても値遇能わざるべし｡pl.no.122a.

3) 人間に生 まれ変わ りても,仏に値遇能わざるべし｡ pl.mos.7,13,24,31,250,267,

412b.

4) 仏救えども,救われざるべし｡pl.mos.13,24,165a,403a,469a,520b,529b,589.

5) 仏,千万回にわた りて救えども,救われざるべ し｡pl.no.528.
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6) 仏陀宣えり｡ 破壊せし者の蒙るべき罰は無限に大なりと.その罰を蒙 るべし｡pl.mos.

428,495b.

7) 何人も豪らざりし因果応報を蒙るぺし｡pl.mos.28a,b.

8) 大地は上,略奪せし者は下になるぺし｡pl.mos.27,68,103,144,165a,177a,180,184,

196,197,207,286b,378a,380,436a.

9) 大地は上,汝は無間地獄にて蒙るべし｡ pl.mos.153a,195a,208,212,214b,382,

442a.

10) 大地は上,汝は下,無間地獄に沈むべし｡pl.nos.373b,403a.

ll) 大地は上,汝は下,無間地獄に呑み込まるべし ｡pl.no.255.

12) 地獄は上,汝は下にて死すること疑いなし｡pl.122a.

13) 無間地獄は上,略奪(破壊)せし者は下層となるべし｡pl.mos.7,22,44a,54,70,13la,

259.

14) 無間地獄は上,破壊せし者は下にて煮ゆるべし｡ pl.mos.13,28ab,139,16lb,19lb.

15) 大地の底に沈むペし.pl.no.238.

16) 地獄へ堕ちよ｡pl.mos.28ab,30a,110,112.

17) 地獄へ行け｡pl.no.491.

18) 無間地獄に沈むべし｡pl.mos.30a,290b.

19) 無間地獄へ堕ちよ (行け)｡pl.mos.8a,22,101,132a,190b.

20) 無間地獄にて蒙るべし｡pl.mos.62,403,412b.

21) 死せし後,無間地獄の中にて煮ゆるべし｡pl.mos.30a,41,63b,68,82,144,146,148b,

183a,185,186,192,195b,20la,224,235,286b,239,240,244,245b,248,254b,283,

284ab,379,382,393,395,399b,408,412a,416a,439a,462b,481a,486b.

22) 四層の無間地獄の中にて煮ゆるぺし｡pl.no.160a.

23) 無間地獄の中にありて頭を上 ぐることも能わず堕ちるぺし｡pl.no.396b.

24) 大小の地獄にて蒙るべし｡pl.no.408.

25) 無間地獄を始めとする大地獄八層,小地獄百二十八層にて煮ゆるべし｡ pl.mos.277,

419a,448,458,475,524a,536,589b.

26) 無間地獄を始めとする八大地獄にて蒙る (煮ゆる)べし｡pl.mos.223b,298a.

27) 八大地獄,十六小地獄にて蒙るぺし｡pl.nos.229,235,295.

28) 等活地獄を始めとする大地獄八層にて煮ゆるぺし｡pl.nos.289,468a.

29) 等活地獄にて煮沸さるぺし｡pl.no.224.

30) 肉体亡びし後は,等活,黒縄,焦熱,大焦熱,衆合,叫喚,大叫喚,無間の八大地獄に

ありて煮ゆるべし｡pl.mos.31,51,69,83,233.
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31) 無間地獄を逃れ ども八大地獄にて豪るぺし｡ その地獄を逃れ ども十六小地獄にて蒙 るべ

し｡pl.no.250.

32) 無間地獄 より八大地獄,十六地獄へと堕ち,人間界へは戻れず,地獄から餓鬼,餓鬼か

ら地獄へと永久に往復 して蒙るぺし｡pl.no.235.

33) 阿鼻地獄にて頭に角生ゆるべし｡pl.no.283.

34) 奈落,畜生,餓鬼,阿修羅,四大悪趣に堕つるべし｡pl.no.27.

35) 四悪趣にて煮ゆるべし｡pl.mos.99,468b.

36) 四悪趣へ至るべし｡pl.mos.96,493C,589.

37) 善人にはなれず,水も飲むこと能わず食物も食 うこと能わずして,犬,豚,畜生 となる

べ し｡pl.no.165a.

38) 畜生 とな りては毛な く皮なき畜生たれ｡pl.mos.64,383b,396b.

39) 畜生 とな りては飢 うれど食うこと能わざる畜生たれ｡pl.no.379.

40) 畜生 とな りても餓鬼たれ｡pl.mos.439a,518.

41) 餓鬼となるへし｡pl.mos.24,31,64,393,395,529a.

42) 死せし後,厚さ60日程,長 さ幅60日程の大盤石の下に押しつぶされ,水も得 られず食物

も得 られずして,舌 5尋 も出でて苦しむべし｡pl.no.69.

43) 夜叉餓鬼となるべし｡pl.no.250.

44) 人間に生 まれ変わ りても,痛 く,揮 く,旨い,耳聞こえず,口利けず,気狂い,やせ細

り,四肢短 く,耳鼻低 く,衣をまとえども覆い隠すこと能わず,人間として何人も耐え得ざる

戯 鬼となるべし｡pl.mos.144,146,421a.

45) 人間とな りては,頻を患い,病に冒され,愚かにして,物言えざる大きな苦しみを受け

るべし｡pl.no.529b.

46) 人間に生 まれ変わ りても,食 うこと能わざる餓鬼となるべし｡ pl.mos.146,283,379,

412b,415,416a,439a,481a,482b,504.

47) 無間地獄を逃れても,善人にはなれず骨なき畜生,骨ある畜生,白蟻,蟻 とな りて飢 う

るべし｡pl.no.534a.

48) 提婆達多が蒙 りLが如 く蒙 るべし｡pl.mos.160b,504.

49) 提婆達多が蒙 りし地獄にて蒙 るべし｡pl.mos.378b,534a.

50) 提婆達多が上,破壊せし者が下になれ｡pl.no.5.

51) 提婆達多の蒙 りしその 百倍, 千億, 万倍, 十万倍蒙 るべし｡ pl.mos.69,82,42la,

518.

52) 提婆達多が蒙 りしこと, 頭 より突き刺 さりし鉄の串, 旺門 より突き抜けて 地中に 刺 さ

り,背後より突き刺さりし鉄の串,前に突き抜け,脇腹 より突き刺 さりし鉄の串,もう片腹に

181



東南アジア研究 9巻 2号

突き抜けた り,かかる罰を豪 りし捉婆達多と同じ罰を蒙るぺし｡pl.no.472.

53) 釈尊に仇なせし捉婆達多,官か日間行きし時,鉄の四面壁に鉄刺の生えし首由旬もある

無間地獄の中にあ りて,東に面すれば東壁 より梯子の幹程 もある大き鉄串突き刺さり,背後に

突き抜け西壁に突き当たれ り｡南壁の鉄串右脇 より突き刺さりて左に抜け,北壁に突き当たれ

り｡天井の鉄串,頭上 より入 りて肝門に突き抜け床に突き当れ り.pl.no.250.

54) 吾が土地を分かち取 りし者,舌は 5尋も出でて鉄の針にて吊り下げられ,灼熱の地獄の

鉄土上にて固められ, 吾が土地を分かち取 りし如 くその者の身体バラバラに砕 くるべし｡ pl.

no.528.

55) 北側の碑銘に記せし吾が呪い｡栄光小さく短命たれ,呪われし如 く頭を置 く処も知らぬ

ほど身を亡ぼし,今年今月中にも罰当 りて死するぺし｡pl.no.143a.

以上55種類の心理的な呪いを類型化すると, (イ)番号の 1)から 5)までほ "仏に救われ

ない"よう要求しているのであ り,(ロ)番号の 8)から 14)までは り大地 または地獄が上,

破壊者 または略奪者が下" になることを求めたものであり, (-)番号の 15)から 33)まで

紘 "地獄に堕ちて苦しむ" ことを求めたものであり, (ニ)番号の 34)から 47) までほ "也

悪趣を輪廻する" こと,言い換えると来世は畜生や餓鬼に生れ変わって苦しむことを要求して

お り,(ホ)番号の 48)から 53)までほ "提婆達多と同じ, もしくはそれ以上の苦 しみを受

ける" ことを求めたものである｡ この 5項 目こそ,当時のビルマ人の心理的恐怖感を最も刺激

したものと思われる｡ ちなみに使用度数が特に高い項 目を選び出してみると,(1)仏に値過し

得ぬよう,(2)無間地獄で煮えよ,(3)栄光小さく短命なれ,(4)大地が上,略奪者は下にな

れの4項 目で,前述の 5項 目とはば合致する｡

異端者 =提要達多"については,釈尊に対抗 し釈尊を拒む仏教徒で,後世ゴーダマ ･ブッダ

の神格化に伴い悪人祝されるようになったという見解もある4)が, ビルマ人仏教徒は,碑文に

よる限 り仏典の "極悪人説"をそのまま受け継いでいる｡

Ⅲ ビルマ人仏教徒の地獄観

ビルマ語碑文に記述されている地獄の様相をまとめてみると,はば次のようになる｡

1. 地獄の数とその名称

地獄は, 漢訳経典では地獄5),泥撃 6),那落迦7) などと記されているが, ビルマ語碑文では

･fLrayまたは 血arayという形で表わされている｡ 地獄の数は, 碑文によって一定しない｡

4)中村元 ｢釈尊を拒む仏教｣『印度学仏教学研究』第17巻第 1号,pp∴7-20.
5)仏説長阿含経巻第19,起世経巻第 3,正法念処経巻第 5,仏説立世阿艮卓論第 8,阿毘達磨大毘婆沙論

巻第47など｡

6)大楼炭経巻第2｡
7)砲伽師地論巻第4,翻訳名義集巻第 7｡
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それ らの記述を整理 してみると,地獄は単一ではな く数多 くある｡(pl.no.415)｡しかもそれ

らは, "大地獄" と "小地獄" とに分かれている｡(pl.no.408)｡大地獄は 8層あって "八大

地獄'' (pl.mos.31,51,69,83,223b,233,289,298a,438a)とよばれ る｡それ ら8層の大

地獄には,それぞれ16ずつの小地獄が付随 している (pl.mos.229,235,250)8)か ら,全部で

128層9)の小地獄がある (pl.mos.419a,448a,458,468,589b)ことになる｡ 八大地獄 という

のはいわゆる =八熱地獄"であって,いつもグラグラ沸騰 している｡ (pl.mos.224,483b)っ

なお当時のビルマ人仏教徒には, この八熱地獄以外に "水の凍 る八大地獄10)" すなわち "八寒

地獄"の存在 も知 られていた ようだが,八熱地獄のことは頻繁に引用 されているものの八寒地

獄の記述はほとんど現われていないところか らみると, ビルマ人にとって寒地獄は熱地獄ほ ど

恐怖の対象 とはな り得なかったものと思われ る｡

ビルマ語碑文に現われ るこれ ら八大地獄おのおのの具体的な名称を,漢訳経典の相当地獄名

とつき合せてみたのが次の表である｡

碑 文 形 長 阿含経 大楼炭経 起 世 経 起世困本経 正法念処荏

Sa石juiw 想 想 活 活 活

K51asut

Sa五ghfit
Roraw

Mah豆roraw

T豆pana

Pat自pana

Awicly

黒 縄 黒 耳 黒 滝 黒 黒 縄

堆 JIi:_ 僧 乾 合 衆 合 合

叶 喚 産 猟

犬 叫喚 敬 曜

焼 夷 焼 実

大焼英 釜 菱

無 間 阿 鼻

nlト 喚 叫 喚 叫 喚

大叫喚 大叫喚 大 喚

熱 悩 熱 悩 熱

大熱悩 大熟悩 大 熟

阿枇至 阿批脂 阿 鼻

阿毘曇論 稔伽緬地論

更 生 等 活

黒 滝 黒 縄

天 徳 衆 合

叫 喚 号 叶

大叫喚 大号叶

焼 英 焼 熟

大焼英 世光熱
阿毘止 無 間

碑文形には,綴 りの上で多少の違いが見 られ るO例 Sa缶juiw (pl.no.51)～saficuiw (pl.

no.83),sa血ghえー(pl.nos.31,51,69)～safLkhat (pl.no.83),Awiciy (pl.no.51)～

Awici(pl.mos.31,69,83)な ど｡

八大地獄は,漢訳経典に よれば,上か ら等活,黒縄,衆合,叫喚,大叫喚,焦熱,大焦熱,

阿鼻の順番に構成 されている｡ すなわち最上層の地獄が等活地獄であ り,最下底にあるのが阿

鼻地獄である｡ ところが, ビルマ語の碑文に現われ る八大地獄の配列順序には,若干の入れ替

えがみ られる｡ これを漢訳経典の地獄の順序 と比較 してみると次のようになる｡ (各碑文の地

獄名は,比較の都合上漢訳 した｡各地獄名は,源信の "往生要集"の表記に統一 した)

次の表によると, ビルマ語碑文においても等活地獄が最上層であ り,その下に黒縄地獄があ

8)八大地獄と各十六小地獄については,長阿含経,大楼炭経,起世経,起世困本経などの漢訳経典にも記
述されている｡

9)pl.no.277には 『八大地獄,二十八小地獄』とあるが,小地獄の28は128の誤記であろう｡
10)Dr.E.Forchhammer.Inscriz)lionsofPagan,PinyaandAva,Rangoon,1892.p.93.
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漢訳経典 pl.mos.31,69 pl.no51. pl.no83

1

2

3

4

5

6

7

8

等 活

黒 縄

衆 合

叫 喚

大叫喚

焦 執ノヽヽヽ

大焦熱

無 間

等 活

黒 縄

焦 執

大焦熱

衆 合

叫 喚

大叫喚

無 間

等 活

黒 縄

衆 合

焦 熱

大焦熱

無 間

叫 喚

大叫喚

等 活

黒 縄

焦 熱

大焦熱

乗 合

無 間

叫 喚

大叫喚

ることは変わ りがない｡しかし, 3層 目から最下層に至るまでの順序については,碑文相互間

においてすら喰い違いがみられる｡ 漢訳経典の順番 とくらべた場合特に目立つのは,(1)焦熱,

大焦熱両地獄の位置が比較的上層にある｡(2)それ とは対照的に,叫喚,大叫喚両地獄の位置

が相対的に下層にある｡場合によっては無間地獄 よりも下層の位置におかれている｡(3)無間

地獄はかならずLも最下層に位置づけられてほいない｡すなわち, `̀奈落の底"紘,無間地獄

だとほ限 らないといったような事柄である｡ こうした事実をどう解釈すべきであろうか｡二つ

の相対立する推測が可能である｡第一の見解は,認識,理解,記憶の度合が強いものはど順位

も上の方におかれるということである｡ 碑文を記 した人の地獄に対する意識が,叫喚,大叫喚

両地獄 よりも焦熱,大焦熱両地獄の方に強 く向けられていたことを示す｡焦熱,大焦熱両地獄

に対する相対的な関心の強さほ,八熱地獄に対してほ強い関心をもつものの八寒地獄に対 して

ほさほ ど関心がないということと一脈相通じるものがあるように思われる｡ もしそうだ とすれ

ば,両者を結ぶものはビルマの風土,気候 ということになるであろうOしかもそれは,パガン,

ピソヤ,サガイソ,イソワといったイラワジ川流域の中部,一般に "上 ビルマ''とよばれてい

る地方の風土, 気候でなければならない｡ いわゆる "上 ビルマ〃 の特徴は,アラカソ海岸の

5,000ミリ,テナセ リム海岸の4,000ミリ,イラワジ ･デルタ地帯の 2,500ミリといった年間平

均降雨量に対 して平均 800ミリ前後の降雨量 しかない半乾燥地帯であ り,乾季になると日中の

最高気温が華氏108度,109度を記録する11)という酷暑の土地だという点にある｡ こうした厳し

い自然環境が,当時のビルマ人の地獄観にも大な り小な り反映されることになったとは考えら

れないだろうか｡以上のような第 1の推論に対 して,次のような第 2の見解も成 り立ち得る｡

すなわち,地獄で受ける責苦は,下に行けば行 く程煩烈になる｡121従って,当然のことながら

恐怖の度合も下層になればなる程強まる｡ 叫喚,大叫喚丙地獄が相対的に下層に位置づけられ

ていること,場合によっては最下底の位置におかれていることは,当時のビルマ人がこの両地

ll)今までに記録された最高気温は1906年 4月29日のマンダL,-と1934年 5月5日のモソユワ-で記録され
た華氏114度である.TheGuardian(Burma'smonthlymaga2;ine),Mar.1968.

12)阿毘達磨大毘婆沙論巻第47.
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獄に対 して最も強い恐怖感を抱いていたからにはかならない｡

では,八大地獄の各層は,具体的にどのような状態になっているのか｡遺憾ながらビルマ語

の碑文にはその点に関する詳細な記述がないので,漢訳経典中に述べられている各地獄の状態

と直接比較対照することはできない｡

2. 地獄の寿命

地獄界の寿命については,漢訳経典中にその記述がみられる｡ 例えば,正法念処経巻 5によ

ると人間の世界の50年が四天王天の 1昼夜であるが,その四天王天の50年が等活地獄の 1昼夜

に相当するとある｡ (従って等活地獄の 1昼夜は, 正法念処経によれば人間界の年数で 50×

360×50-900,000,すなわち90万年 となる)｡ また輸伽師地論巻第 4によると,人の世の50年

が四天王天の 1昼夜にあた り,四天王天の寿命はその 500年である｡ そしてその四天王天の寿

命が等活地獄の 1昼夜に相当すると記されている｡(従って等活地獄の 1昼夜は,輸伽師地論に

よれば 50×360×500-9,000,000すなわち900万年 となる)｡ こうして黒縄,衆合と順次進むに

つれて各層の寿命も長 くなってゆ く｡ 総じて言えば六欲天の寿命 と八大地獄中の六獄 とは併行

する13)もので,その関係は,輸伽師地論によると四天王天の寿命が等活地獄の寿命に,三十三

天 (または17凍り天)の寿命が票縄地獄,時分天(または夜摩天)の寿命が衆合地獄,知足天 (また

は都史多天あるいは兜率天)の寿命が叫喚地獄,楽化天の寿命が大叫喚地獄,他化自在天の寿

命が焦熱地獄の寿命-とそれぞれ反映してゆ く｡ 具体的に言 うと各地獄はそれぞれ相当する天

部の寿命を自らの 1昼夜とし,その天都の年数だけの寿命を保つという意味である｡ そこで,

ビルマ語碑文に記述されている地獄の 1回の長 さと比較するため,八大地獄各層の 1日の長 さ

を諭伽師地論巻第 4 (要往要集も原理は同じ)の記述を基に算出すると,次のようになる｡

等 活 地 獄

黒 維 地 獄

衆 合 地 獄

叫 喚 地 獄

大叫喚地獄

焦 熱 地 獄

大焦熱地獄

無 間 地 獄

50×360×500-9,000,000

100×360×1,000-36,000,000

200×360×2,000-144,000,000

400×360×4,000-576,000,000

800×360×8,000-2,304,000,000

1,600×360×16,000-9,216,000,000

1/2中却

1中却

これに対しビルマ語の碑文 (pl.no.31)14)は,次のように述べている｡

13)木村泰賢 『小乗仏教思想論』1942p.323.
14)同じ内容の碑文が,PeMaungTinandG.H.Lu°e:Selectionsfrom theZnscriz)lionsofPagan,

Rangoon,1928,no.15お よび Prof.E Maung:Selectionsfrom theInsc7,iptionsofPagan,
Rangoon,1958,no.15にある｡
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(1)luhnactwaksoahnac9samhmatan主yhトsosamjuiw 血ray

(2)luhnac3kutiy(6)samhmatan主yhisokalasut血ray

(3)luhnac14kutiyrahmatahnac4samhmatan主yhisotapama血ray

(4)(lu)hnac57kutiyamlatahnac6sanhmataniyhisopatapana血ray

(5)1uhnactwaksoakutiy230ahnac4sanhmataniyhisosangh豆taflray

(6)luhnactwaksoakutiy921kutiyamlatahnac6samhmatan主yhisororaw

血ray

(7)luhnactwaksoakutiy3686kutiyamlatahnac4sanhmataniyhisomah-

aroraw 血ray

(8)1uhnactwaksoakutiy14745kuti(y)amlat6sanhmataniyhisoawici血ray

以下,その邦訳｡

(1)人間界の寿命で数えると9百万年が 1日となる等活地獄

(2)人間界の寿命 3千 6百万年が 1日となる黒縄地獄

(3)人間界の寿命 1億 4千 4百万年が 1日となる焦熱地獄

(4)人間界の寿命 5億 7千 6百万年が 1日となる大焦熱地獄

(5)人間界の寿命で数えると23億 4百万年が 1日となる衆合地獄

(6)人間界の寿命で数えると92億 1千 6官万年が 1日となる叫喚地獄

(7)人間界の寿命で数えると368億 6千 4百万年が 1日となる大叫喚地揺

(8)人間界の寿命で数えると1474億 5千 6官万年が 1日となる無間地揺

以上,ビルマ語碑文の記述による八大地獄各層の 1日の長 さは,人の世の 9百万年が 1昼夜

となる等活地獄を基礎に,その下層の黒縄地獄が 3千 6官万年,さらにその下層の焦熱地獄が

1億 4千 4百万年 というように,層が下がるにつれて "直 ぐ上の層の4倍ずつ''の長 さに伸び

て行 く｡その原理は,最下層の二地獄を除けば,基本的には漢訳経典のそれと変わ りない｡け

れ ども8層の構成順序が ビルマ語碑文 と漢訳経典 とでは異なっているため,両者間で一致する

のは等活地獄 と黒縄地獄の 2層だけであり,他の 6層の日数は 全部食い違 う結果となってい

る｡

3. 地獄の位.置

地獄の位置については,漢訳経典の間によく似た説明がみられる｡ すなわち,仏説長阿含経

巻第19地獄晶によると, 『この世界の外側に大海水をはさんで大金剛山と第二大金剛山とがあ

る｡ その二つの山の中間は 窃窃冥冥 として日の光も月の光も届かない｡ そこに 八大地獄があ

る』 といい,大楼炭経巻 2泥肇品第 4之1によると, 『大鉄田山と第二大鉄田山との中間, 穿

窃冥冥 として日月の光明も照すことあたわぬその中に八大泥肇 (地獄)がある』 という｡ また,

起世困本経巻 2地獄品第4および起世経巻 2地獄品の説明では,『四大洲 と須弥山の外側に,高
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さ広 さいずれも680万由旬におよぶ非常に堅い,名を輪円 (または,析避羅)とよぶ山がある｡

その外側にも高 さ広 さ共に全 く同じ大輪円山がある｡ その二山の中間は真暗闇で日月の光明す

ら届かない｡そこに八大地獄がある』 となっている｡ このように経典相互間に名称の相異 こそ

あれ,地獄の存在場所については大体同一の場所を指 し示 している｡ ところが一説によれば,

地獄の位置は世界の果てなどではな く,地下それも閣浮洲の下 2万由旬 (その底は表面 より4

万由旬下)のところに阿鼻地獄があ り,それを基底 としてその上に他の 7層の地獄が列してい

る15)とい うのである｡

この点についてビルマ語の碑文は次のように記述 している｡地獄は,無間地獄を含めて,大

地の中 (地中)にある (pl.mos.184,267,408,412a,439a)｡その最下底にあるのが無間地獄

である (pl.no.275;ただしこの点に関するビルマ人の認識はかならずLも一致しているとは

言えない) ｡ 地表か ら地獄 までの距離 (言い換えると大地の厚 さ)は24万由旬である (pl.mos.

180,207,208,520a)｡ちなみに pl.mos.207,208の記述は次のようになっている｡athu2

sinamlat4so血hisomliykri｡地獄が "地下にある" 点については倶舎論などの記述 と一

致するけれ ども, ビルマ人達はその位置を限定 して考えていた らしい様子がみ られる｡ 具体例

を挙 げ る｡

(1)phakchisasGk豆･--五o血 iicasosriepicar豆tui血ofLSaypurhm atui血hlya血

kha血 cesate.(破壊せし者は (中略) ニョソグウーよりス リエビチャラーに至 るまでの砂

の堆積にそって蒙 るべし)｡p.no.223b.

(2)siysole邑o血 ticasosriypaccar豆tui血o血somliypum alum tui血hlyahmliy

athayawiciy血rayhlya血kyakliyciysate.(死 しても,ニコングウ-よりス リ-パッチ

ャラーに至 るまでの地の堆着にそいて,地中の無間地獄にて煮えるべ し)0 pl.no.235.

(3)siysolesariypaccar豆kacasa五o血 豆tui血 o血hisomliy pum alum atuih

awici血rayhlya血kyakciysate.(死 しても,サ 1)-/ぺッチャラ-からニコンダウ-に至

るまでの地の堆着にそいて,無間地獄にて煮えるべし)0 pl.no.421a.

以上のように,当時の ビルマ人に理解 されていた地獄の位置は,原則 として 『シュ リパッチ

ャ ラー』か ら 『ニョングウー』に至 るまでの中間の地下にあった｡ これは,彼 らが現実に居住

している場所を基準に考えたからに相違ない｡そのことは,シュ リパヅチャラー,ニョソダウ

ー以外の地名によって現わ されている例があることか らも確められ る｡すなわち次の例がそ う

である｡

(1)khya血twa血wamlacchum tui血akra血mliypun hie.(キャング トゥワング河

口の合流点に至 るまでの処に地の堆積あ り)pl.no.475.

15)木村泰賢 op.cit.p.304.ここでは供舎論から引用されている｡
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(2)血aahldkuiw phyakchitum sdk豆khya血twa血･･･casa血raykri8thap血ray

血ay128thaphlya血 (吾が献上物を破壊せし者は, キャング トゥワング (以下不明)をはじ

めとする8層の大地獄,128層の小地獄にて (以下略)pl.no.536.

(3)fLako血hmukuiw phyakchiraesosuk豆pa血yarw豆casotura血tui血o血sa

mlepumlum hlya血awicimaaso血rayhnuik･-(吾が功徳を破壊せし者は,パンヤ村 よ

りトゥラングに至 るまでの地の堆積にそいて無間と称せし地獄におきて(以下略)pl.no.540b.

(4)cacklli血hna血 mokphanmruiw akraaly豆anam acokathuihmyasomlepun

talum lum sokuiw hlya血-･(チャッイソとモクパソ城の間,長 さ,幅,深 さ,厚 さ,これ

だけの地の堆積に (以下略)pl.no.589.

このように,当時のビルマ人によって認識 されていた "地下の地獄〃 とは,いずれも彼 らの

現実の居住地を基準 としてその下にあった｡ その内, "シュ 1)パッチャラー" というのは, ど

ルマ語の年代記 Hmannan Maha Yazawindawgyivol.1,p.224に よると,Tagaung,

畠rik亨etra,Arimaddan豆などとならんでビルマに存在 していた国の名前であ り, …ニョソグ

ウノ 'とい うのは古都パガンの北にある町の名前である｡ また "キャング トゥワング"とはチ

ソ ドゥイソ (Chindwin)川のことであり, "パンヤ'' とはシャソ族の古都 ピソヤ (Pinya),

"チャックイソ" とは同じ くシャン族の古都サガイソ (Sagaing)のことである｡

地獄各層の規模については 明確ではない｡ わずかに, "無間地獄の 大 きさは 百由旬ある"

(ayujan豆tayahisoawici)16)と記述 されている例が 1例あるだけにすぎない｡

パガン,ピソヤ,イソワ時代のビルマ人達は,地獄を以上のように理解していた｡ それは,

経典の地獄を土台に土著的要素を反映したものである.

4. ビルマ語文献に現われ る地獄

ビルマ人の地獄観を調べるには,碑文だけでな く文献面からも探ってみる必要があろう｡ 古

典 ビルマ文学の中で地獄を具体的に描写している作品としてほ次のようなものがあげられる｡

(i)エツ ガタマ-ディ僧正作 『ネ- ミ地獄部叙事詩』(ShinEggathamadhi:NemiNga-

yeganPyo)

(ii) タウンビーラ僧正著 『ヤクワッダナ物語』 (Taungbila Sayadaw :YaihauJaddhana

Watthu)

(iii) ワヤービティンガナ一夕僧正著 『マニコンダラ物語』(WarabhithinghanahtaSaya-

daw :ManikundalaWatthu)

(iv)ウ～オ-メ-タ僧正著 『ネ- ミ大本生諾』(UAwbhatha:NemiZattawgyi)

この内,ニッガタマ-ディ僧正の手になる 『ネ- ミ地獄部叙事詩』は1538年に詠 まれた17)18

16)Forchhammerop‥cit.p.93.
17)U HpeMaungTin:HistoryofBurmeseLiterature,Rangoon,p.103;UHtoonHpe:Myammasa

Nidan,Rangoon,1955,p.207;BohmuBaThaung:SahsodawmyaAtho♪♪atli,Rangoon,1968,p.98.
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章 150節からなる長編詩であるが, 内容的には菩薩 としてのネー ミ王がマ-ク リ神の案内で地

獄を視察するという形式をとっている｡ この詩によると,地獄は, 『深度八万由旬の地下にあ

る｡ それは,等活地獄を最上層とし無間地獄を最下層 とする八大地獄 と,それらに附随する128

の小地獄 とからなっている』18)と説明されている｡ 詩であるから地獄の恐怖感は巧みに浮 き彫

りにされているが,地獄そのものの描写は断片的であって決して十分 とは言えない｡

タウンピーラー僧正の 『ヤクワッダナ物語』は1619年に書かれた19)作品で, 9章 199節 か ら

なっている｡ この内,第 7章の130節か ら141節 までの12節が地獄の説明にあてられている｡130

節は地獄の数,名称,位置等に関する記述であるが,他の節はいずれも犯した罪の種類 (例え

ば,尊属殺人,堕胎など)に応 じて堕ちる地獄の説明となっている｡ この物語によると,地獄

は次のように説明され る｡

地獄には八層ある｡それは,(1)等活(saiijiwa),(2)黒縄,(k豆lasutta),(3)衆 合(sa血gh豆ta),

(4)叫喚(j豆Iaroruwa),(5)大叫喚(dhGmaroruwa),(6)無間(mah豆awici),(7)焦熱(tapa-

na),(8)大焦熱 (patapana)の八層である｡ この内,等活地獄ではキラキラ輝 く鋭利な責め

具を手にした獄卒共が罪人達をバラバ ラに斬 り裂 くが,罪人達は何度も何度も生 き返 る｡ 黒維

地獄では,赤々と燃える鉄土の上で悲痛な叫び声を挙げて赦しを乞う罪人共を,キラキラ輝 く

斧を手にした獄卒共が恐 しい声をあげて追い廻し,撲ちすえ,鉄の綱で線をひいて八両,十六

両に祈 り刻む｡ 衆合地獄では,厚 さ9由旬もある灼熱の鉄土の中に腰 まで生 き埋めにされて身

動 きさえできない罪人達めがけて,灼熱の鉄の山が雷鳴のごとき音響 と共に東の方から迫 り来

て,あたかも白で胡麻を磨 り潰すようにして西に至 る｡同様に,西の方からも鉄の山が迫 り来

て東に至 る｡ この二つの山に挟 まれた罪人達は, まるで砂糖キビの絞 り樺のように圧し潰 され

てしまう｡ こうした苦 しみを罪人達は何十万年,何百万年 も蒙むる｡叫喚地獄では,一面を火

焔が覆っている｡ この地獄に堕ちた罪人達は,九つの穴から入 り込んで くる火煩によって全身

が焼かれる｡ 大叫喚地獄では,一面に塩辛い蒸気が充満している｡ ここに堕ちた罪人達は,九

つの穴から吹 き込む塩辛い蒸気によって全身が蒸し焼 きにされ る｡ 以上二つの地獄に堕ちた罪

人達は,苦痛に耐えきれず大声で泣 き喚 くので,地獄の名前を叫喚 と称す｡無間地獄は,火焔

も,罰を受ける罪人も,苦楠 も,他に くらべるものがないためそうよばれる｡ ここでは,東側

の鉄塀を発した火焔が西に達し,西側の塀を貫いてさらに首由旬も外側におよぶ｡西側を発し

た火焔は東側に,南側の火焔は北側に,北側の火焔は南側に,上の火焔は下に,下の火焔は上

に,それぞれ達して貫通する｡ この六本の火焔の間には,隙間は全 くない｡百由旬におよぶ地

獄の内部は罪人達で充満してお り,その数は測 り知れない｡ この地獄は直径318由旬,面積954

由旬あり,附属の地獄 (ussadarak)を加えると一万由旬ある｡ 焦熱地獄では,罪人達は榔子

18)NemiNgayeganPyo,Rangoon,1953,pp.52-53.

19)UHpeMaungo少.cit.,p.183.
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の幹程もある太い灼熱の串に突き刺され,床からほ煩がメラメラ燃え上っている｡ 罪人共は真

赤な責め具を手にした獄卒達によって灼熱の山に追い上げられるが,山頂に着いた途端まき起

った一陣の風に吹き飛ばされる｡ 罪人達は逆様になって墜落するが,真下には真赤に熱せられ

一た鉄の串が待ち構えており彼 らを串刺しにしてしまう｡以上八層の大地獄には,さらにそれぞ

れ十六ずっの小地獄が附随しているから,地獄の数は全部で136になる｡これら諸地獄を,菩

薩 はその法力で以て大地を開き,ブラフマダッタ王の眼前で等活地獄,黒縄地獄の順にお示し

ヰこなった,20)

ヤクワッダナ物語の中に述べられている地獄は,以上のように,(1)その数が八大地獄,128

･.,J､地獄であること,(2)八大地獄の構成順序が漢訳経典の順序とは異なっていること (焦熱,

大焦熱両地獄が共に無間地獄の下層に位置づけられている)など, ビルマ語碑文の地獄像と共

通 した面をもっている｡しかし八大地獄各層の具体的な説明は碑文にはないから,それはヤタ

ワッダナ物語の特徴だと言ってよい｡もっともこれら八大地獄各層の様相は,仏説長阿含経,

大蔵炭経,起世経等の漢訳経典に記述されているものと類似している｡ 特に 131節の内容は,中

阿含経巻第12天使経に述べられている "四門大地獄"の様相とほとんど異なるところがない｡

『マニコンダラ物語』は, マ--スタソ-マ ･ジャ-タカを 素材とする散文形式の作品で,

1705年にワヤ-ビティンガナ-タ僧正によって書かれた｡21)本書の地獄に関する部分は,父親

を殺害して王位を奪った.バラナス国の ブラフマダック王に菩薩が教え諭す形で述べられてい

る｡ 本書の記述を要約すると次のようになる｡

地獄は,八大地獄とその八大各地獄にそれぞれ附随した十六の小地獄とからなっている｡ こ

の内等活地獄では,光 り輝 く特殊な責め具を手にした獄卒共が罪人達をバラバラに切 り刻むが,

罪人達は何度も何度も生き返 る｡そのため等活地獄 とよばれる｡ 黒縄地獄では,光 り輝 く責め

具を手にした獄卒共が恐しい声を挙げて罪人達を追い回し,罪人達が灼熱の鉄土の上に倒れる

と灼熱の鉄の縄を敷いて灼熱の斧で泣き叫ぶ罪人達の身体を八角,十六角に断ち割る｡衆合地

獄 では,罪人達が広さ九由旬 もある鉄土の中に腰まで沈むと,東側の鉄の山が西側に向って崩

れ,西の山は東に,南の山は北に,北の山は南に崩れて,互いに破砕し合う｡ 叫喚地獄は至る

所真赤な火焔で一杯になってお り,罪人達は九つの穴から入 り込んでくる火焔によって焼かれ

る｡ 大叫喚地獄は恐しいガスで充満してお り,罪人達は九つの穴から入 り込むガスによってパ

ンのように蒸し焼きにされる｡焦熱地獄では身じろぎすらできない罪人達が焼かれる｡ その度

合が一層激しいのが大焦熱地獄である｡罪人達は,焦熱地獄で真赤な鉄の串に突き刺され,大

焦熱地獄では獄卒に追われて灼熱の鉄の山に登るが,山頂に着 くと風に吹き飛ばされて莫逆様

に墜落し,鉄の串に突き通される｡無間地獄では,暑熱 も,罪人達も,蒙る苦痛 も,際限がな

20)YalhawaddhanaWutthu,Rangoon,1964,pp.3661372.
21)BohmuBaThaungoP.cit.p.134.
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い｡ この地獄では,東壁の火焔が西壁に達 し,西壁の火焔は東壁に,南壁の火焔は北壁に,北

壁 の火焔は南壁に達 し,床の火焔は天井に,天井の火焔は床に届 く｡22)

以上,『マニコンダラ物語』に描かれている地獄図は,表現に多少の差 こそあれ,『ヤタワッ

ダナ物語』のそれ と大同小異である｡ けれ ども,八大地獄の形成順は漢訳経典 と同じ順序にな

っているから,インワ時代 までの ビルマ人が描いていた地獄像 とは必ずしも同じではない｡ こ

れは時代の違いによる意識のずれを示すものであろう｡

ミソブ-僧正 ウ一 ･オ-メ-タの著作 『ネー ミ大本生欝』は,1788年にパー リ語原典のジャ

ータカか らビルマ語に翻訳 された もの｡23)ニッガタマ-ディ僧正の 『ネ- ミ地獄部叙詩』が韻

文の形をとっているのに対 し, ウ- ･オ-メ-タの 『ネ- ミ大本生諺』が散文形式をとってい

る点は対照的だが,素材 となった原典は同一である｡ ウ一 ･オーバータの 『ネー ミ大本生諾』

では,帝釈天がマータ リ神に命 じて ミティラー国のネー ミ王を極楽に案内させ る途中,地獄が

見たいとい うネー ミ王の要望によって先に地獄へ案内するとい う形をとっている｡ この話によ

ると,地獄は次のように措かれ る｡

この大地の下には, 等活, 黒縄, 衆合, 叫喚,大叫喚,焦熱,大焦熱,無間とい う八つの

大地獄が順 々に層をなしている｡ これ らの八大地獄はいずれ も真四角で,周囲を厚 さ 9由旬の

鉄の塀で囲まれてお り,一面に四門ずつ門がある｡ 地獄は床 も鉄でできている｡ 長 さ,幅共に

首由句ずっあ り,絶えず火焔に包 まれている｡ この八層の大地獄 では,前世の因果を信 じない

者,短気で校狩な者,生 き物への隣慨の情に紋け る者,生 き物を殺害する者,他人の財を奪い

取 る者,偽証する者,詐欺をはた らく者,三宝を乾す者,悪行を為せし者等が蒙 る｡ これ らの

地獄の寿命は人の世の数 では,(1)四大王天の寿命 9百万年が等活地獄の 1昼夜 とな り, さら

にその 9百万年が等活地獄の寿命 となる｡ 同様に,(2)的利天の寿命 3千 6百万年が黒縄地獄

の 1昼夜 とな り,さらにその3千 6百万年がその地獄の寿命 となる｡(3)夜摩天の寿命 1億 4

千 4百万年が衆合地獄の 1昼夜 とな り, さらに その 1億 4千 4百万年が その地獄の 寿命 とな

る｡(4)都史多天 5億 7千 6百万年が叫喚地獄 の 1昼夜 とな り, さらにその 5億 7千 6百万年

がその地獄の寿命 となる｡(5)楽変化天の寿命23億 4百万年が大叫喚地獄の 1昼夜 とな り,さ

らにその23億 4百万年がその地獄の寿命 となる｡(6)他化 自在天の寿命92億 1千 6百万年が焦

熱地獄の 1昼夜 とな り, さらにその92億 1千 6膏万年がその地獄の寿命 となる｡(7)人の世の

半中却 (Antarakapthakwak)が大焦熱地獄の寿命, (8)人間世界の-中却が無間地獄の

寿命に 相当する｡ 以上のような 八大地獄に関する一般的な 叙述に次いで, 等活地 獄の附属

(ussadarak)15地獄に関する詳細な説明が続 く｡24)

22)ManikundalaWutthu,Rangoon,1958,pp.524-529.

23)U HpeMaungTinop･cit･p･332;HlaThaMein:Gandau)inPoggogyawmya,Rangoon,1961,
p.50.

24)NaynliZattu)gyi,Rangoon,1952,pp.84-148.
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『ネー ミ大本生讃』は十八世紀末の作品であるから,パガン, ピソヤ, イソワ時代のビルマ

人の地獄観との間にはかなりの開きが生 じてきているように思われる｡ それは,八大地獄の序

列が漢訳経典のそれと同じになっていることの外に,地獄各層の寿命が漢訳経典の記述 と全 く

変 りがないことなどの事実によってうかがえる｡ 『ネー ミ大本生雷』 に記されている地獄像が

ジャ-タカ原典に忠実なのであろうことは容易に推測できるが,それはもはや ビルマ語の碑文

に記されていた "土著的"な地獄像 とは趣を異にしている｡少なくとも,パガン,ピソヤ,イ

ソワ時代のビルマ人が描いていた,いかにも "ビルマ的"な地獄観は,全 く反映されていない

と言ってよい｡

ま と め

パガン,ピソヤ,イソワ時代のビルマ人仏教徒は,三宝に対する土地,奴隷,財宝等の寄進

を通じて功徳を積み,輪廻からの解放,解脱,入浸磐を祈願したが,一方,功徳の破壊者,略

奪者に対してほ強烈な呪取をかけた｡呪誼の内容は幾つかのパタ-ソに分類できるが,その中

に `̀地獄"が姿を現す｡

当時のビルマ人の地獄像は, 八熱地獄 とその附属の128小地獄とが中心である｡ しかし八熱

大地獄の構成順序や寿命等ほ,漢訳経典に記載 されているそれとは必ずしも一致しない｡それ

紘,土著的な要素が反映していたためと思われる｡特に,地獄の位置を "ニョソグウノ'から

"シュ 1)/くッチャラノ'までの間の地下というように限定していることは,地獄を現実的な存

在 としてとらえていたことを示すものであろう｡だがこうした地獄観は後世の文献では大きく

是正され,原典により忠実な形で理解されている｡

参考文献および資料

PeMaungTinandG.H.Luce,)nscriptionsofBurma.PortfolioI-V,Rangoon,1933-1956.

PeMaungTinandG.H.Luce,SelectionsfromtheInscriptionsofPagan,Rangoon,1928.

Prof.EMaung,Selectionsfrom theInscriptionsofPagan,Rangoon,1958.

Dr.E.Forchhammer.InscriptionsofPagan,PinyaandAva,Rangoon,1892.

TunNyein,InscriptionsofPagan,PinyaandAva,Rangoon,1899.

仏説長阿含経巻第十九地獄品 (仏陀耶舎共竺仏念訳)

仏説観仏三昧海経巻第五観仏心晶 (仏陀蹴陀羅訳)

大楼炭経巻二泥牽品 (法立共法恒訳)

起世経巻三,四 (閣郡嘱多等訳)

起世困本経巻二,三 (達摩笈多訳)

正法念処経巻五地獄品,巻六地獄品 (摩雲般若流支訳)
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仏説鉄城泥翠経 (竺曇無蘭訳)

仏説泥聖経 (竺曇無蘭訳)

翻訳名義葉巻第七地獄篇 (普潤大師法雲編)

昭和新纂国訳大蔵経解説部第二巻,1930.

国訳一切経論疏部三倶舎論記三 (西義経訳)1965.

国訳大蔵経論部四巻第十六大智度論

水野弘元監修 『新仏教解題事典』1966.

望月信字 『望月仏教大辞典』1954.

中村元監修 『新仏教辞典』1962.

源信 ･石田瑞磨訳 『往生要集』1,1963.

木村泰賢 『小乗仏教思想論』1942.

宇井伯寿 『印度哲学研究』第 21965.

宇井伯寿 『印度哲学史』1965.

林 五郎,平松友嗣共訳 『大更』1932.

竜山章真 『南方仏教の様態』1942.

赤沼智善訳 『ビガンデー氏緬句仏伝』1921.

水野弘元 ｢正法念処経について｣『印度学仏教学研究』第12巻 第 1号 1964.

中村 元 ｢釈尊を拒む仏教-デーヴァダックなど-｣『印度学仏教学研究』第17巻 第 1号 1968.

中村 元 『イン ド思想史』1956.

渡辺楳雄 『小乗仏教』1936.
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